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も
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か
た

森
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業
と
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わ
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に
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方

の
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を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
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な
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に
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戦
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介
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令和７年１月 第 250号〈シリーズ「私の森語り」〉〈シリーズ「私の森語り」〉
「
山
は
命
の
源
」

■
自
己
紹
介

　

私
の
専
門
分
野
は
生
態
人
類
学
で
、

人
と
自
然
の
関
係
を
探
求
す
る
研
究
領

域
で
す
。
こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
や
中
央

ア
ジ
ア
の
砂
漠
や
乾
燥
地
で
狩
猟
採
集

や
遊
牧
で
暮
ら
す
人
々
の
文
化
と
生
活

を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
調
査
地
か
ら

帰
国
す
る
度
に
、
日
本
の
緑
と
豊
か
な

水
流
の
美
し
さ
と
貴
重
さ
を
深
く
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら

日
本
の
山
村
の
生
活
誌
と
森
林
利
用
を

研
究
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

里
山
と
人
の
つ
な
が
り
を
知
り
た
く

て
、
飛
騨
市
宮
川
村
お
よ
び
長
野
県
天

龍
村
の
お
年
寄
り
か
ら
、
山
の
生
活
の

歴
史
と
実
態
を
聞
き
書
き
し
て
い
ま

す
。
春
の
山
菜
・
筍（
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
）

採
り
か
ら
始
ま
り
、秋
の
キ
ノ
コ
採
り
、

鹿
や
猪
の
狩
猟
、
一
年
を
通
じ
た
水
田

の
作
業
、
さ
ら
に
か
つ
て
の
馬
・
牛
飼

い
、
長
い
冬
の

暮
ら
し
方
な
ど

の
四
季
に
応
じ

た
在
来
知
、
四

季
カ
レ
ン
ダ
ー

と
組
み
合
わ
さ

れ
た
祭
り
と
伝

統
芸
能
を
記
録

し
て
い
ま
す
。

　

山
村
に
は
縄
文
時
代
か
ら
続
く
日
本

の
知
恵
が
た
く
さ
ん
蓄
積
さ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
で
も
聞
く
言
葉

が「
山
は
荒
れ
て
い
る
」と
い
っ
た
嘆
き

で
す
。
戦
後
、
植
林
さ
れ
た
杉
・
檜
が

手
入
れ
さ
れ
ず
に
密
集
し
た
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
現
状
、
鹿
や
猪
が
里
に
お

り
て
き
て
畑
を
あ
ら
す
獣
害
、
こ
れ
ら

に
対
処
す
る
人
々
の
高
齢
化
な
ど
、
問

題
が
山
積
み
で
す
。

　

現
在
、私
が
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、

有
機
物
が
河
川
を
経
て
流
れ
着
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と

を
、
学
生
や
聴

講
し
て
く
だ

さ
っ
た
一
般
の

人
々
が
理
解
し

て
く
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

日
本
は
、
山
に
降
っ
た
雨
水
が
土
中

に
潜
り
、
そ
の
後
、
何
度
も
地
表
に
出

て
は
地
下
水
脈
に
戻
る
を
繰
り
返
し
た

水
流
が
、
最
終
的
に
海
洋
に
出
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
日
本
の
山
は
大
き
な
水

甕
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
山
に
分
け
入

れ
ば
、
そ
こ
に
は
多
様
な
動
植
物
が
生

き
て
お
り
、
人
間
は
生
き
物
た
ち
の
時

間
に
合
わ
せ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
す

べ
て
の
命
の
源
で
あ
る
山
と
森
林
の
貴

重
性
、
重
要
性
を
、
今
後
も
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
連
絡
先

　

名
古
屋
市
熱
田
区
熱
田
西
町
１
︱

25

　

名
古
屋
学
院
大
学
現
代
社
会
学
部
・

　

今
村
研
究
室

　

 https://k-im
am

ura.com
/

　

PSCA/contact.htm
l

で
き
る
だ
け
様
々
な
場
に
参
加
し
て
体

験
し
記
録
す
る
こ
と
と
、
学
生
へ
の
啓

蒙
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
学
生
を
引
率
し
て
行
っ
て

き
た
こ
と
は
、
い
な
べ
市
で
の
林
業
実

習
、
郡
上
市
の
里
山
保
全
組
織
『
猪
鹿

庁
』
で
の
狩
猟
体
験
、
飛
騨
市
宮
川
村

に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
犬
山

市
で
の
竹
林
整
備
と
土
中
環
境
改
善

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
一
六
年
の『
山
の
日
』制

定
に
と
も
な
い
、
畠
山
重
篤
氏
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人「
森
は
海
の
恋
人
」代

表
）
を
大
学
に
招
い
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
海
の
水
産
物

を
育
て
て
い
る
の
は
、
山
の
落
ち
葉
や

名古屋学院大学
現代社会学部

教授　今
いまむら
村　薫

かおる
　

天龍村例祭における奉納舞

学生林業体験（いなべ市）

学生狩猟体験（郡上市）

❽❽


